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ラ
ッ
プ
関
連
事
業
に
お
い
て
、

『
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
』
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
定
着
し
て
久
し

い
が
、
カ
ネ
テ
ツ
で
は
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス
に
早
く
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

本
社
の
取
扱
い
数
量
の
拡

大
に
と
も
な
い
、
２
０
０
７

年
に
は
茨
城
県
古
河
市
の
バ

イ
パ
ス
道
路
沿
い
に
「
古
河

メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
開

設
し
た
。
敷
地
面
積
お
よ
そ

１
万
㎡
を
有
す
る
郊
外
型
の

オ
ー
プ
ン
ヤ
ー
ド
に
、
切
断
圧
１

２
０
０
㌧
の
油
圧
シ
ャ
ー
な
ど
の

加
工
処
理
機
や
各
種
ト
レ
ー
ラ
ー

を
完
備
し
て
い
る
。

　

北
関
東
は
都
心
部
に
比
べ
て
敷

地
面
積
が
広
く
、
荷
動
き
の
速
度

や
単
価
設
定
と
い
っ
た
商
売
の
基

準
が
異
な
る
た
め
、
同
社
も
地
域

特
性
に
合
わ
せ
た
運
営
を
心
掛
け

て
い
る
。
品
質
対
応
に
お
い
て
は

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
選
別
処
理
を
行

う
な
ど
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
た
加
工
も
行
っ
て
い
る
。

本社工場（東京都足立区）

　
お
よ
そ
３
８
０
０
万
人
が
暮
ら
す
東
京
都
市
圏
は
、
都
市
圏
の
人
口
数
で
世
界
一
を
誇

る
と
い
う
。
人
口
に
比
例
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
発
生
・
流
通
量
は
多
い
が
、
北
関
東
地
区

と
南
関
東
地
区
で
は
、
発
生
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
量
や
種
類
、
ヤ
ー
ド
の
運
営
ス
タ
イ
ル

も
大
き
く
異
な
る
。
１
９
６
４
年
に
東
京
都
葛
飾
区
で
創
業
し
た
カ
ネ
テ
ツ
（
本
社
＝
東

京
都
足
立
区
、
阿
部
正
二
社
長
）
は
、
本
社
の
都
市
型
ヤ
ー
ド
と
茨
城
県
古
河
市
に
あ
る

郊
外
型
ヤ
ー
ド
の
両
方
を
運
営
し
て
い
る
。

機
友住

建

リ
サ
イ
ク
ル
紀
行

V
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カ
ネ
テ
ツ
（東
京
都
）

都
市
型
コ
ン
パ
ク
ト
ヤ
ー
ド

�

高
い
効
率
性
が
運
用
の
カ
ギ
に

受
け
継
が
れ
る
「
仕
事
の
教
え
」

�

領
域
広
げ
て
更
な
る
ニ
ー
ズ
捕
捉
へ

　

東
京
都
の
北
東
部
、
埼
玉
県
と

隣
接
す
る
足
立
区
入
谷
に
カ
ネ
テ

ツ
は
本
社
工
場
を
構
え
て
い
る
。

準
工
業
地
域
で
あ
り
な
が
ら
都
心

部
に
近
く
、
周
辺
に
産
業
廃
棄
物

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
企
業
も

多
い
。
工
場
は
敷
地
面
積
が
お
よ

そ
２
６
０
０
㎡
の
コ
ン
パ
ク
ト
な

都
市
型
ヤ
ー
ド
だ
。
周
辺
環
境
に

配
慮
し
て
、
昨
年
に
は
敷
地
の
お

よ
そ
３
分
の
１
を
カ
バ
ー
す
る
半

屋
内
型
の
建
屋
を
設
置
し
た
。

　

か
つ
て
は
自
動
車
解
体
由
来
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
主
力
と
し
て
い
た

が
、
油
圧
シ
ャ
ー
（
切
断
圧
８
０

０
㌧
）
を
導
入
し
た
２
０
０
０
年

代
に
加
工
処
理
の
幅
が
拡
大
し
た
。

月
間
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
取
扱
い

量
は
約
２
５
０
０
㌧
。
こ
の
ほ
か
、

非
鉄
金
属
の
加
工
や
安
定
７
品
目

を
含
む
産
業
廃
棄
物
の
中
間
処
理

も
行
っ
て
い
る
。

　

本
社
工
場
の
搬
入
口
に
は
、
金

属
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
各
種
廃
棄
物
を

積
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
ひ
っ
き
り

な
し
に
入
場
し
て
く
る
。
こ
れ
ら

は
都
市
部
の
解
体
現
場
や
周
辺
の

リ
サ
イ
ク
ル
企
業
か
ら
運
ば
れ
て

く
る
も
の
が
多
く
、
工
事
現
場
や

オ
フ
ィ
ス
由
来
の
も
の
な
ど
、
受

け
入
れ
る
品
目
は
様
々
だ
。

　

敷
地
面
積
や
作
業
ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
あ
る
都
市
型
ヤ
ー
ド
で
は
、

効
率
的
な
運
用
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

本
社
工
場
で
は
現
場
の
責
任
者

と
し
て
、
古
河
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
で
は
社
長
と
し
て
仕
事
に
従
事

す
る
阿
部
専
務
は
、
こ
の
道
32
年

の
熟
練
者
だ
。ヤ
ー
ド
運
営
、機
械
、

多
岐
に
渡
る
商
材
の
特
徴
な
ど
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
場
に
精
通
し
た

知
識
と
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。
親
族
が
営
む
水
道
会
社
を
経

て
、
１
９
９
０
年
に
カ
ネ
テ
ツ
に

入
社
。
最
初
は
敷
地
内
の
缶
拾
い

か
ら
始
め
た
と
い
う
。
工
場
内
の

片
付
け
を
続
け
る
中
で
、
金
属
の

種
類
や
特
徴
な
ど
の
知
識
を
吸
収

し
て
い
っ
た
。

　

一
連
の
仕
事
に
よ

う
や
く
慣
れ
た
頃
、

長
ら
く
続
く
相
場
の

低
迷
が
始
ま
っ
た
。

逆
有
償
と
な
っ
た
時

期
に
は
、
有
価
購
入

を
続
け
て
い
た
カ
ネ

テ
ツ
に
ス
ク
ラ
ッ
プ

が
殺
到
し
た
。
と
に

か
く
忙
し
い
日
々
だ
っ
た
が
、
現

場
に
長
け
た
叔
父
・
阿
部
万
三
氏

（
当
時
の
工
場
長
）
か
ら
の
教
え

も
あ
り
「
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
奥
深

さ
を
さ
ら
に
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
る
。

　

創
業
者
で
あ
り
、
社
長
で
あ
り
、

父
で
あ
る
正
二
氏
は
細
か
な
口
出

し
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
安
全
面

で
大
切
な
こ
と
や
迅
速
な
対
応
が

継
続
的
な
商
売
に
つ
な
が
る
こ
と

な
ど
、
経
験
を
も
と
に
し
た
仕
事

の
要
領
を
教
え
て
く
れ
た
。「
い
ま

私
が
社
員
に
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、

か
つ
て
社
長
が
伝
え
て
く
れ
た
こ

と
」（
阿
部
専
務
）
と
い
う
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
教
え
を
も
と

に
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
を
一
番
に

し
た
運
営
を
続
け
な
が
ら
、
取
り

扱
う
金
属
や
廃
棄
物
の
領
域
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
く
方
針
だ
。

受
入
れ
、
加
工
、
出
荷
の
全
て
の

フ
ロ
ー
を
迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば
、

工
場
内
に
品
物
が
滞
留
し
て
し
ま

う
た
め
だ
。
現
場
を
統
轄
す
る
阿

部
正
樹
専
務
も
「
ま
ず
は
ス
ピ
ー

ド
が
重
要
」
と
迅
速
な
対
応
に
徹

底
し
て
こ
だ
わ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
取
り
扱

い
品
目
の
「
幅
」
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
や
廃
棄
物
な
ど
を
一

挙
に
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
ユ
ー

ザ
ー
の
仕
事
の
効
率
を
高
め
る
こ

と
に
直
結
す
る
。
国
内
の
ス
ク

拠点所在地

株式会社カネテツ
【 本 社 】： 東 京 都 足 立 区 入 谷 9 - 5 - 1 0
TEL：03-3899-1100  FAX：03-3899-4897
URL：https://www.kane-tetsu.co.jp/

～住友建機がある風景～～住友建機がある風景～

S
（本社工場）

H250-6MF：�カネテツと古河メタルリサイクルでは
それぞれ3機の住友建機製マシンを導入
している。カネテツ本社で主力の2機は
マグネフォークとグラップルタイプ。
今年7月にSH250-7MFとSH250-7MPへ更
新する予定だ。

「人馬一体型」のマシン
　設備の故障により作業が滞ってしまう事態
は、コンパクト型のヤードにとって致命的に
なる。阿部専務が住友建機を選ぶ理由として
最初に取り上げたのも、マシンの耐久性だっ
た。2005年に導入したSH240-3（油圧全
旋回グラップル機）は、古河メタルリサイク
ルで今もなお現役機として稼動している。
　効率的な作業を実現する上では、耐久性や
燃費、パワーといった機能性に加えて、操作
時のフィーリングも大事になるという。究極

は自分の手を動か
すように滑らかに
動き、掴み、離す、
いわば「人馬一体
型」のマシンだ。
　阿部専務が住友
建機の進化を最も
感 じ た の が、
2000年 代 後 半

に開発された5型のマシンだった。
　依頼を受けて初めて操作したマグネフォー
クタイプの試作機は、フィーリングが重く、
作業性も心もとなかった。感じた点をダメ出
しに近いかたちで包み隠さずに伝えたという。
その後、改良されたテスト機は完璧に仕上
がったものになっていた。
　機械の性能だけではなく、営業担当やサー
ビス、開発が全体でユーザーの話にしっかりと
耳を傾けていることを感じた。こうした姿勢も
住友建機を支持する大きな理由になっている。

担当：土井　章成
　住友建機の営業として
“誠実さ”を大事にしており
ます。サービス部隊と共に、
お客様のお役に立てるよう
これからも精一杯やらせて
いただきます。

東京支店
〒136-0082 東京都江東区新木場1丁目14番5号
Tel : 050-9001-8608  Fax : 03-5534-7201

【SH250-7MP】（本社工場）
作業範囲はマシンのすぐ手前
までカバーしている

左から阿部正二社長と阿部正樹専務


